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我々は、準変数分離法を用いて，金属V溝テーパー導波路（図１）に

おけるプラズモン超集束モードについて，テラヘルツ波領域の金属誘電

率に対して近似解析解を求めた１）。次の段階として、図２のような平行

平板付き金属V溝テーパー導波路の透過率を計算し、電場増強度を計算

した２）。しかし、今回、金属V溝テーパー導波路のインピーダンスの計

算方法が不適切であったので報告する。 
平行平板導波路のインピーダンスは、平行平板導波路の境界条件３）を

使って屈折率から計算できる。時間依存性𝑒"#$%と金属誘電率 -32,000 +  
i 670,000を仮定すると、正方向への伝搬する平行平板導波路のプラズモ

ンの透過屈折率は、実部と虚部とも正となる。金属V溝テーパー導波路

の等価屈折率（インピーダンス）も同様に、実部と虚部とも正となるように求めなければならない。その

とき、出射波の動径関数𝑅'(%(𝜌) 

（１）   𝑅'(%(𝜌) = (𝜌𝑘.√𝜀1)"1/3𝐻"1/35 6−89/:;√<9
3=

, 𝜌𝑘.√𝜀1? 

に対して、インピーダンスを計算すると良い。ここで、入射波𝑅#@(𝜌) 

（２）           𝑅#@(𝜌) = (𝜌𝑘.√𝜀1)"1/3𝐻"1/3" 6−89/:;√<9
3=

, 𝜌𝑘.√𝜀1? 

に対して、インピーダンスを計算すると、等価屈折率（インピーダンス）の実部は正であるが、虚部は負

となる。これが不適切な取扱いである。金属V溝テーパー導波路から平行平板導波路への透過率は、平行

平板導波路から金属V溝テーパー導波路への透過率と同じなので、これを計算したのが図３である。非完

全導体（金属誘電率 -32,000 + i 670,000）の透過率（実線）が、表面プラズモン効果により、完全導体（破

線）と比べて大きくなっていることがグラフから見て取れる。 
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 図１ 金属Ｖ溝テーパー導波路の座標系． 
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 図２ 平行平板付き金属Ｖ溝テーパー導波路 

 
  図３ 平行平板付き金属Ｖ溝テーパー導波路の透過

率. 横軸は，波長で規格化した平行平板付きの高

さ．破線が完全導体、実線が非完全導体の場合． 
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